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「ＮＩＥ全国大会神戸大会」では、会議など

の内容を文字や図・イラストで記録するグラ

フィックレコーディング（グラレコ）を初めて

導入する。その場の雰囲気を可視化・共有

化するツールで、一昨年から、兵庫県ＮＩＥ

推進協議会主催の実践発表会やＮＩＥセミナ

ーなどで作成してきた体験を生かし、大会

に臨む。 

グラレコは 1日目の記念講演とパネル討

議、2日目の４つの公開授業の様子をリア

ルタイムで描く。両日とも会場や教室に掲

示するほか、神戸大会サイトで公開を予定

している。 

グラレコは情報を分かりやすく伝え、

人々の対話を促し、新たな気づきや創造性

を引き出す力をもつ。神戸大会でも参加者

の学びを豊かにし、大会の成果をより確か

なものにできればと願う。メディアリテラシ

ーを育む新しいアプローチとして、今後の

教育現場でも活用してほしい。グラレコが

描き出す、神戸大会の新たな「学びの風景」

にご期待を―。 

（日本新聞協会ＮＩＥアドバイザー、姫路市

立英賀保小学校長 井上幸史） 

グラレコ初導入 

講演や公開授業を可視化 

NIE神戸大会参加受け付け開始 
県内小中高教職員は無料、大会サイトも開設 

7月 31日、8月１日に神戸市で開催

する「第３０回 NIE全国大会神戸大会」

の大会サイトが開設され、参加受け付け

が始まった。兵庫県内の幼小中高校や

高等専門学校、特別支援学校の教職員、

児童・生徒、教育委員会の職員は、参加

無料。県外の教育関係者は３千円、新

聞・通信社関係者は１万３千円など。ご

参加をお待ちしています。 

全国大会は日本新聞協会が毎年開

催。神戸大会は神戸新聞社、兵庫県

NIE推進協議会が主管を務める。今年

は阪神・淡路大震災 30年、戦後 80年

の節目で、大会スローガンは「時代を読

み解き、いのちを守る NIE」を掲げる。 

学校の授業などで新聞を活用する

NIEについて、教員、新聞関係者らが集

い、学び合う。 

昨年は衆議院選挙、東京都知事選、兵

庫県知事選などで、交流サイト（SNS）の

問題がクローズアップされた。児童・生

徒らが SNSを多用する今、情報を活用 

２０２５年 5月２3日付神戸新聞朝刊教育面に掲載されました 

する「メディアリテラシー」への理解も深め

る機会にしたい。 

初日は神戸ポートピアホテル（神戸市中

央区港島中町６）、２日目は甲南大学岡本

キャンパス（神戸市東灘区岡本８）が会場

となる。 

１日目は作家小川洋子さんが「言葉は人

をつなぐ」と題し記念講演、ジャーナリスト

池上彰さんらが登壇し、「情報で、いのち

を守る」をテーマにパネル討議を行う。 

２日目は公開授業や実践発表など２８の

分科会・ワークショップが実施される。公

開授業は▷「『シンブリオバトル』で主体的

な学びを」（甲南小学校）▷「新聞で開くメデ

ィアリテラシー」（姫路市立豊富小中学校

前期課程）▷「『NIE ノート』を通して、主権

者としてのまちづくり」（西宮市立浜脇中

学校）▷「新聞にツッコミを！」（県立北神戸

総合高校）―の４つ。分科会も多彩なテー

マが並ぶ。 

このほか、１日目の会場では、「新聞女」

こと西沢みゆきさんが、全国の２０２５年

元日の新聞を使って巨大なドレスを披露

する。 

大会サイトで、２日間の詳細を紹介して

いる。一般の人も参加できる。申し込みは

https://www.kobe-

np.co.jp/info/nie2025/ 

問い合わせは NIE神戸大会事務局

TEL０７８・３６２・７００３ 

（NIE神戸大会事務局 網 麻子） 
 

兵庫の NIE研究組織「新聞をつかった『やさしい日

本語』研究会」（昨年 12月）の様子を描いたグラレコ 
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